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謹
　
賀
　
新
　
年

　

益
子
と
茂
木
の
町
境
に
あ
り
、
登
り
口

に
あ
る
益
子
町
営
駐
車
場
か
ら
山
頂
ま
で

最
短
コ
ー
ス
タ
イ
ム
85
分
。
登
頂
日
の
出

時
刻
は
1
月
上
旬
6
時
47
分
頃
が
6
月
上

旬
に
は
4
時
17
分
頃
。
山
頂
か
ら
東
に
高

峰
山
、
仏
頂
山
遠
く
に
太
平
洋
を
見
下
ろ

し
、
東
に
1
0
0
ｍ
下
る
と
展
望
塔
が

あ
り
、
空
気
の
澄
ん
だ
冬
場
に
は
富
士

山
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
筑
波
山
が
一
望
で

き
、
馬
蹄
形
に
連
な
る
山
々
は
駐
車
場
か

ら
時
計
回
り
に
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
岩
、
足
尾

山
、
御
嶽
山
、
雨
巻
山
、
三
登
谷
山
と
縦

走
も
お
勧
め
。
岩
場
、
鎖
場
、
沢
コ
ー

ス
、
外
尾
根
コ
ー
ス
等
々
、
脚
に
合
わ
せ

て
色
々
な
コ
ー
ス
が
楽
し
る
近
年
人
気
の

山
々
、
麓
の
大
羽
地
区
に
は
国
指
定
重
要

文
化
財
の
地
蔵
院
・
綱
神
社
・
大
倉
神
社

が
佇
み
歴
史
文
化
の
宝
庫
で
も
あ
り
「
ト

レ
ラ
ン
益
子
」「
か
さ
ま
し
こ
ト
レ
イ
ル
」

等
ト
レ
ラ
ン
大
会
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
人
々
に
愛
さ
れ
る
山
々

で
す
。

撮
影
、
文
・
城
野　

徹
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　
真
岡
税
務
署
長

石
坂 

和
仁

　
会
長

諸
伏 

勇
治

　

年
頭
に
あ
た
り
、
初
春
の
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
か

ら
ほ
ぼ
２
年
、
出
口
の
見
え
な
い
閉
塞
感

を
抱
え
て
い
た
日
本
に
よ
う
や
く
光
が
見

え
始
め
た
中
で
、
世
界
に
目
を
向
け
ま
す

と
新
た
な
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
感
染
症
が
長
期
化

す
る
中
、
罹
患
さ
れ
た
皆
様
、
ま
た
、
会

社
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
会
員
の
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

に
は
、
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
変
異
型
デ
ル
タ
株
・
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
）
の
影
響
を
受
け
新
年
を
迎
え
て

も
い
つ
収
束
す
る
か
解
ら
な
い
感
染
症
は

医
療
や
経
済
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
法
人
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
昨

年
も
、
予
定
し
て
い
た
研
修
会
や
会
議
等

を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
が

長
期
化
し
第
一
線
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
医
療

関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
何
か
お
役
に
立

て
な
い
か
と
考
え
、
芳
賀
郡
市
医
師
会
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
一
市
四
町
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
医
療
従
事
者
が
飲
む

飲
料
を
頂
き
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
の

で
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

り
会
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
法
人
会
で
は
、
十
一
月
か
ら
十
二
月

に
か
け
て
一
市
四
町
の
各
首
長
、
議
長
、
教

育
長
を
表
敬
訪
問
し
、
提
言
書
に
よ
り
地
方

行
政
運
営
の
改
革
等
に
つ
い
て
役
員
・
税
制

委
員
が
提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

女
性
部
・
青
年
部
に
よ
る
「
租
税
教
室
」
も

十
二
月
を
も
っ
て
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
法
人
会
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
は
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
繋
が

る
会
員
増
強
と
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
と
捉

え
積
極
的
に
取
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
も
治
ま
り
法
人
会
と
し

て
、
色
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
で
き
る
よ
り
良

き
年
に
な
る
よ
う
心
よ
り
願
う
と
と
も
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会

員
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
事
業
の

発
展
を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
諸
伏
会
長
を
は
じ
め
役
員

並
び
に
真
岡
法
人
会
の
皆
様
方
に
、
税
務

行
政
全
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
社
会
生
活
・
経
済
活
動
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
が
、

罹
患
さ
れ
た
皆
様
、
影
響
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
に
は
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
方
々
へ
「
納
税
の

猶
予
制
度
」等
を
ご
案
内
す
る
な
ど
、個
々

の
納
税
者
の
置
か
れ
た
状
況
に
十
分
配
慮

し
て
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
消
費
税

の
「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申

請
書
」
の
受
付
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
令

和
五
年
十
月
一
日
に
な
り
ま
す
が
、
事
業

者
が
適
格
請
求
書
を
交
付
す
る
に
は
、
事

前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
、
か
つ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
図
ら
れ

る
e-

T
a
x
の
ご
利
用
を
是
非
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

踏
ま
え
、
経
理
の
電
子
化
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
ク
ラ
ウ

ド
会
計
ソ
フ
ト
等
の
活
用
に
よ
る
記
帳
推

進
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
所
得
税
、
法

人
税
、
消
費
税
等
の
記
帳
書
類
を
電
子
的

に
保
存
す
る
「
電
子
帳
簿
保
存
法
」
の
改

正
が
令
和
三
年
度
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
行
わ
れ
る
税
制
改
正
の
内
容
を
含
め
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
「
令
和
三
年
分
所
得
税
等
の

確
定
申
告
」
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
本
年

度
の
確
定
申
告
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
策
と
し
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
を
前

提
と
し
た
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
運
営
方

法
を
見
直
す
ほ
か
、
来
場
者
を
削
減
す
る

こ
と
を
課
題
と
し
て
、
自
宅
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
電
子

申
告
（
e-

T
a
x
）
の
推
進
に
取
り
組
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決算期別説明会並びに
消費税軽減税率制度説明会のご案内

対象法人 開催日時 開催場所

1月　　　　

2月　｝決算3月　　　　

令和 4年 2月 7日（月）

午後 2時
芳賀町商工会館

令和 4年 2月 8日（水）

午後 2時
真岡商工会議所

令和 4年 2月 9日（木）

午後 2時
真岡商工会議所

「
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
新
潟
大
会
」

に
参
加
し
て

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
一
般

社
団
法
人
真
岡
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
更

な
る
発
展
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁

栄
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
宮
支
部
長

新
井 　
　

明

益
子
支
部
長

篠
原 　

泰
三

茂
木
支
部
長

髙
松 

壽
太
郎

市
貝
支
部
長

阿
部 　

正
機

芳
賀
支
部
長

杉
田 

貞
一
郎

真
岡
支
部
長

秋
山 　

康
雄

　

11
月
16
日
、
第
15
回
法
人
会
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
新
潟
大
会
が
朱
鷺
メ
ッ
セ
新

潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
よ
り
総
勢
１
２
０
０
名
の

参
加
、
真
岡
支
部
よ
り
大
滝
、
天
堤
、
吉

野
の
三
名
が
参
加
。

　

新
潟
駅
に
降
り
立
つ
と
、
お
揃
い
の

ジ
ャ
ン
バ
ー
で
案
内
板
を
持
っ
て
お
出
迎

え
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
乗

り
込
め
た
。
会
場
に
入
る
前
に
ま
ず
検
温

と
手
の
消
毒
、
会
場
と
な
っ
た
朱
鷺
メ
ッ

セ
は
驚
く
ほ
ど
の
広
さ
で
圧
倒
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
潟
県
の
法
人
会
の
メ
ン
バ
ー
の

参
加
人
数
の
多
さ
に
も
驚
い
た
。
物
産
販

売
の
会
場
で
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
人
気

の
お
酒
、
お
菓
子
な
ど
は
瞬
く
間
に
売
り

切
れ
た
。

　

午
後
2
時
よ
り
文
化
庁
前
長
官
、
宮
田

良
平
氏
に
よ
る
祈
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

宮
田
氏
は
文
化
庁
長
官
と
し
て
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
様
々
な
こ
と
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
、
広
い
会
場
内
の
各
テ
ー

ブ
ル
の
間
を
回
り
な
が
ら
の
講
演
で
親
し

み
や
す
く
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
移
り
だ
さ
れ

た
映
像
を
見
な
が
ら
説
明
、
日
本
人
の
誇

り
を
持
ち
、
と
き
め
く
こ
と
が
大
事
だ
と

話
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
ゆ
っ
た
り
と
円
卓
に
各
５
名

２
０
０
も
の
テ
ー
ブ
ル
が
並
ぶ
、
二
段
重

ね
の
お
弁
当
、
地
ビ
ー
ル
と
ノ
ン
ア
ル
が

３
本
、
新
潟
の
深
層
水
に
お
茶
と
並
ぶ
、

市
内
の
料
亭
や
レ
ス
ト
ラ
ン
３
軒
に
よ
る

お
弁
当
は
ど
れ
も
美
味
し
く
完
食
し
た
。

　

来
年
開
催
予
定
の
静
岡
県
連
か
ら
来
訪

を
呼
び
か
け
る
茶
摘
み
の
音
頭
の
踊
り
で

は
一
緒
に
踊
っ
た
り
と
会
場
を
沸
か
せ
た
。

最
後
は
会
場
を
出
る
ま
で
新
潟
と
静
岡
の

全
員
で
の
見
送
り
で
来
年
会
い
ま
し
ょ
う

と
再
会
を
呼
び
か
け
た
。

　

宿
泊
は
県
連
が
手
配
の
駅
前
の
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
、

コ
ロ
ナ
禍
で
１
２
０
０
名
の
全
国
か
ら
集

ま
っ
て
大
会
が
で
き
た
事
に
新
潟
県
連
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



第220号 令和4年1月1日（4）

　
令
和
四
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
首
長
等
へ
提
出
　

令
和
三
年
度
納
税
表
彰

受
賞
者
の
ご
紹
介

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
し
た
令
和
四
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
書
は
、
全
国
の
法
人
会
税

制
委
員
、
役
員
を
中
心
に
税
制
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
一
二
七
〇
九
件
の
回
答
を

も
と
に
全
国
法
人
会
総
連
合
（
全
法
連
）

が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
十
一
月
か
ら
十
二

月
上
旬
に
郡
内
一
市
四
町
の
各
首
長
、
議

長
、
教
育
長
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、

提
言
書
に
よ
り
地
方
行
政
運
営
の
改
革
等

に
つ
い
て
各
支
部
長
、
税
制
委
員
が
提
言

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
＊
提
言
書
に
つ
き

ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

左から
見目町長、杉田芳賀支部長、

竹石税制委員

前列左から諸伏会長　上野監事　石坂署長

左から

髙松茂木支部長、小﨑副町長

左から
河野税制委員、

阿部市貝支部長、入野町長

左から、石坂市長、諸伏会長、

新井二宮支部長、秋山真岡支部長

左から大塚町長、篠原益子支部長

　

長
年
に
わ
た
り
納
税
並
び
に
法
人
会

活
動
等
に
多
大
な
る
功
績
の
あ
っ
た
方

の
表
彰
が
十
一
月
九
日
真
岡
税
務
署
長

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
岡
法
人
会
か

ら
上
野
良
夫
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　
◎
真
岡
税
務
署
長
表
彰

　
　
　

上
野
良
夫
（
監
事
）
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第
三
十
五
回

法
人
会
全
国
青
年
の
つ
ど
い

佐
賀
大
会
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

　
令
和
３
年
度

　
令
和
３
年
度

「
租
税
教
室
」開
催
　

「
租
税
教
室
」開
催
　

12 月 10 日（金）山前小学校（真岡支部青年部会）
（講師）池田陽一

12 月 21 日（火）真岡小学校（真岡支部青年部会）
（講師）小野秀之、山口久史朗

青
年
部
会
長　

荻
野
博
志

令
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日

　

佐
賀
県
佐
賀
市
で
行
わ
れ
た
法
人
会
全

国
青
年
の
つ
ど
い
佐
賀
大
会
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。｢

つ
な
ぐ　

維
新
の
ち
か
ら

輝
け
る
大
切
な
未
来
へ｣

を
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
全
国
の
青

年
部
会
長
約
五
百
五
十
名
参
集
（
人
数
制

限
）
し
た
ほ
か
全
国
か
ら
二
千
五
百
名
を

超
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
登
録
が
あ
り

ま
し
た
。

　

大
会
会
場
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
や

座
席
間
隔
の
確
保
等
感
染
症
対
策
が
し
っ

か
り
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
青
年
の
集
い

は
、
青
年
部
会
員
の
研
鑽
や
交
流
の
場
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
会
場
で

は
、
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

今
大
会
か
ら
初
め
て
開
催
さ
れ
る
各
地
の

青
年
部
会
や
企
業
が
行
っ
て
い
る
健
康
経

営
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
「
健
康

経
営
大
賞
」
を
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
開
催

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

か
ら
私
一
人
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

次
回
は
沖
縄
大
会
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

が
収
束
し
て
い
れ
ば
青
年
部
会
の
メ
ン

バ
ー
で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
は
、
12
月

に
２
校
実
施
し
、
今
年
度
の
担
当
６
校
、

全
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
青
年
部
会
の
部
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
地
元
の
小
学
校
を
担
当
。
税
金
に
関

す
る
ク
イ
ズ
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
使

用
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
の
鑑
賞
な
ど
を
通
し
、

税
金
の
使
い
み
ち
、
役
割
等
、
解
り
や
す

く
説
明
し
、
最
後
に
一
億
円
の
現
金
レ
プ

リ
カ
（
重
さ
10
㎏
）
を
使
用
し
て
児
童
の

み
な
さ
ん
に
「
一
億
円
の
重
み
」
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

新
春
講
演
会
の
お
知
ら
せ

二
宮
支
部

テ
ー
マ

「

ト
ヨ
タ
未
来
都
市
構
想

静
岡
県
裾
野
市

ウ
ー
ブ
ン
シ
テ
ィ
と
は
」

講
師　
　

西
村　

秀
幸 

氏

　
　
　
　
　
（
オ
フ
ィ
ス
に
し
む
ら
代
表
）

【
日　

時
】
一
月
二
十
一
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
〇
分
よ
り

【
場　

所
】
駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場

【
受
講
料
】
無　

料

【
主　

催
】
に
の
み
や
商
工
会

【
共　

催
】　

真
岡
法
人
会
二
宮
支
部

【
申　

込
】
に
の
み
や
商
工
会
事
務
局

	

　
　
　
　

☎︎
７
４

－

０
３
２
４
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令
和
３
年
度
　
タ
オ
ル
協
賛
運
動

芳
賀
支
部
女
性
部

 
 
 

テテーーママ「「新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染とと生生活活習習慣慣病病」」

  ((講講師師))小小川川松松夫夫氏氏  
（芳賀郡市医師会会長、真岡中央クリニック院長） 

 

【日時】令和４年２月４日（金）午後３時 入場無料 

【会場】フォーシーズン静風  

【定員】100 名 一般の方も入場できます 

【主催】（一社）真岡法人会（☎83-3477/FAX82-3488） 
【申込】講演会の参加申込につきましては、所属支部まで申込み下さい。 
○真岡支部 ☎82-3305/FAX82-7967 ○二宮支部 ☎74-0324/FAX 74-2737 

○益子支部 ☎72-2398/FAX 72-5881 ○茂木支部 ☎63-0325/FAX 63-4658 

○市貝支部 ☎68-0071/FAX 68-0485 ○芳賀支部 ☎677-0144/FAX 677-2909 

 

新春研修会参加申込書 

支部名 事業所名 参加者氏名 

   

※FAX で申込の場合は上表をコピーしてご使用ください 

　

芳
賀
支
部
女
性
部
は
、
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
協
賛
運
動
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
１
０
月
２
５
日
～

１
１
月
３
０
日
の
１
ヶ
月
間
を
実
施
期
間

と
し
、
商
工
会
館
に
回
収
B
O
X
を
設

置
し
女
性
部
員
と
親
会
に
も
呼
び
か
け
を

行
い
、
未
使
用
品
の
タ
オ
ル
を
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
約
１
３
０
本
の
タ
オ
ル

は
、
１
２
月
１
４
日
に
豊
田
女
性
部
長
が

芳
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
寄
贈
い

た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
タ
オ
ル
は
様
々
な
社
会
福

祉
活
動
で
ご
利
用
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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善
意
銀
行
に

タ
オ
ル
３
１
０
本
を
預
託　

真
岡
支
部
女
性
部

　
「
税
に
関
す
る
標
語
」

募
集
事
業
　

益
子
支
部

タ
オ
ル
一
本
協
賛
運
動

益
子
支
部
　
社
会
貢
献
活
動

　
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
の
開
催
　

二
宮
支
部

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

今
年
度
は
町
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
と

し
た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集
を
実

施
し
、
十
二
月
一
日
（
水
）
益
子
町
商
工

会
館
に
て
二
次
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
一
七
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
一

次
選
考
で
五
五
点
を
選
考
。
二
次
選
考
に

て
益
子
町
長
賞
は
益
子
西
小
片
岡
雪
乃
さ

ん
の
「
考
え
よ
う　

税
に
つ
い
て
と　

使

い
道
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
税

務
署
長
賞
、
教
育
長
賞
、
商
工
会
長
賞
、

真
岡
間
税
会
長
賞
、
法
人
会
支
部
長
賞
、

支
部
税
制
委
員
長
賞
が
各
一
点
、
金
融
機

関
特
別
賞
一
〇
点
、
入
選
一
七
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
表
彰
式
に
つ
き
ま
し
て

は
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
き
行
わ
ず
、
事
務
局
よ

り
年
内
に
各
小
学
校
へ
賞
状
・
記
念
品
を

お
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
宮
支
部
で
は
、
に
の
み
や
商
工
会
青

色
申
告
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
12
月
7

日
（
火
）
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
し
な
が
ら
、
全
て
の
事
業
者
の

方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
く
消
費
税
の

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
全
体
で
17
企
業
の
参
加
が
あ
り
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
令
和
5
年
10
月
1
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
基
本
的
な
事
項
や

留
意
す
べ
き
点
な
ど
事
前
に
理
解
し
対
策

し
て
い
く
た
め
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

概
要
」「
売
り
手
側
、
買
い
手
側
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
発
行
（
受
領
）
の
注
意
点
」

「
登
録
申
請
方
法
」
等
を
真
岡
税
務
署
の

大
野
国
税
調
査
官
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
も
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、
説
明

会
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
の
皆
様
も
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
向
け

て
必
要
な
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
社
会
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
未
使
用
タ
オ
ル
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

役
員
の
み
の
協
力
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
３
１
０
本
の
タ
オ
ル
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
を
、
市
内
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
老
人
施
設
な
ど
で
使
用
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
大
瀧
部
長
を
は
じ
め
タ

オ
ル
収
集
担
当
の
総
務
委
員
会
（
阿
久
津

友
理
子
委
員
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
11
月
10

日
水
真
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
善

意
銀
行
に
寄
贈
・
預
託
し
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
は
、
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
配
布
し
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

一
月
一
日
～
三
十
一
日

未
使
用
の
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

益
子
町
内
の
役
場
・
金
融
機
関
・
道
の
駅

等
に
収
集
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
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真
岡
支
部
女
性
部

　

今
年
の
宿
泊
研
修
旅
行
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
り
つ
つ
あ
る

11
月
28
日
㈰
～
29
日
㈪
の
１
泊
２
日
で
東

京
・
千
葉
方
面
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な
っ
た
国
立
競
技
場

を
ス
ポ
丨
ツ
庁
の
職
員
と
国
立
競
技
場
の

ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
見
学
し
、
テ
レ
ビ
で

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
競
技
場

の
壮
大
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
座
で
は
栃
木
県
で
医
者

を
し
て
い
た
見
川
鯛
山
氏
を
題
材
に
し
た

物
語
を
観
劇
し
、
千
秋
楽
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
た
り
と
い
っ

た
、
い
つ
も
と
は
違
う
演
出
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

宿
泊
は
、
リ
ゾ
ー
ト
感
満
載
の
「
た
て

や
ま
温
泉
千
里
の
風
」
で
館
山
の
新
鮮
な

料
理
と
温
泉
で
心
と
身
体
を
癒
し
ま
し
た

２
日
目
は
、
崖
観
音
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
大
福
寺
を
見
学
し
、
百
段
の
階
段

を
上
り
館
山
湾
を
一
望
で
き
る
風
景
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
田
空
港
近
く
の
ホ
テ
ル
の
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
飛
行
機
の
発
着
を

見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
と
り
、
千

葉
県
の
食
材
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
研
修
旅
行
で
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
者
一
人
一
人

が
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
し
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
終

始
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

宿
泊
研
修
会

第第５５回回会会員員親親睦睦ゴゴルルフフ大大会会  
参参加加者者募募集集 

日日  時時    令令和和４４年年３３月月２２９９日日（（火火））  88 時時ままででにに現現地地集集合合  

会会  場場    益益子子カカンントトリリーー倶倶楽楽部部 （☎0285-72-1234） 
募集人数 1100 組組（（4400 名名））さぎそう 5 組・さくら 5 組 
スタート  さぎそう・さくら 

プレー代  8，000 円 

【食事・フリードリンク付（アルコール除く）・賞品込み】 
※食事を伴うパーティーは行わず、順位表彰のみ行います。プレー終了後の待ち 

時間はフリードリンク付です。（ソフトドリンク） 

※プレー代は受付時各自清算となります。 
        

募集締切 2 月 10 日（水）までに各支部事務局へお申し込みください。 

 
真岡支部 ☎82－3305 二宮支部 ☎74－0324 
益子支部 ☎72－2398 茂木支部 ☎63－0325 
市貝支部 ☎68－0071 芳賀支部 ☎677－0144 
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宇都宮支社/
栃木県宇都宮市大通り4-1-18（宇都宮大同生命ビル4F）
TEL 028-622-2641

宇都宮支店/
栃木県宇都宮市松が峰1-3-15（富士火災宇都宮ビル）
TEL 028-346-4100


